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埼経協ニュース407号

十
月
二
九
日
㈪
十
四
時
よ
り
理
事
会
を
、

引
き
続
き
十
四
時
三
〇
分
よ
り
臨
時
総
会

を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
理
事
会
で
臨
時
総
会
に
諮
る
議

事
案
件
等
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
上
條
会
長
の
開
会
挨
拶

に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
以

下
の
二
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

一
�
理
事
の
選
任

◇
理
事
候
補
者

松
村
宗
夫
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
執
行
役
員
）

二
�
副
会
長
の
選
任

◇
副
会
長
候
補
者

松
村
宗
夫
（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
執
行
役
員
）

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
三
十
年
度
上
期

事
業
報
告
等
が
行
わ
れ
、
臨
時
総
会
は
閉

会
し
た
。

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
、
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
の
門
田
隆
将
氏
に
よ
る

「『
週
刊
文
春
』
と
『
週
刊
新
潮
』
〜
闘

う
メ
デ
ィ
ア
の
全
内
幕
」
と
題
す
る
特
別

講
演
が
行
わ
れ
、
続
け
て
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
に
て
会
員
相
互
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’18 月号

日本経団連 埼玉

松松
村村
宗宗
夫夫
氏氏
（（
ボボ
ッッ
シシ
ュュ
㈱㈱
執執
行行
役役
員員
））
をを

理
事
並
び
に
副
会
長
に
選
任

―
理
事
会
、
三
十
年
度
臨
時
総
会
開
催

目

次

頁

�
臨
時
総
会
・
理
事
会

一

�
第
八
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
県
大
会二

�
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

四

�
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

四

�
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

（
第
二
〜
第
四
講
）

四

�
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

五

�
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

六

�
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

六

�
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

七

�
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

七

�
埼
玉
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｕ

八

�
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

（
第
一
〜
第
三
講
）

八

�
新
規
開
拓
力
強
化
研
修

九

�
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

十

�
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
十

�
第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向

上
委
員
会

十
一

�
青
年
経
営
者
部
会
九
月
例
会

十
一

�
青
年
経
営
者
部
会
臨
時
総
会

十
二

�
青
年
経
営
者
部
会
全
国
大
会

十
三

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
四

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
十
五

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
六

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
七

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
改
定

十
八

�
国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
か
ら
の
お

知
ら
せ

十
九

�
事
業
だ
よ
り

十
九

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

理
事
会

臨
時
総
会

懇
談
風
景

講演する門田隆将氏懇親会の開会挨拶をする
橋元健副会長

就任挨拶をする
松村宗夫新副会長

懇親会の閉会挨拶をする
増田文治副会長

議事を進行する
上條正仁会長

10・11
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第8回
科学の甲子園 埼埼玉玉県県大大会会

科学好きの高校生が集う全国規模の競技会『第8回科学の甲子園』の予選となる埼玉県大会が11月
4日㈰に県立総合教育センター（行田市）で開催されました。本年度も県大会から全国大会までご支
援いただく協働パートナー企業を募集し、会員企業9社にご協賛いただきました。

開 会 式

【埼玉県大会競技日程】
平成30年11月4日㈰

開 会 式 10：00～10：30
筆記競技 10：40～11：40
実技競技 12：50～14：50
講 演 会 15：00～16：10
表彰式・閉会式 16：20～16：50

特 別 講 演 会
演題「南極氷河を望遠鏡に！

ニュートリノで探る深宇宙」

筆 記 競 技 実 技 競 技

出場チーム：25校47チーム（1チーム6人編成）
浦和高校、浦和工業高校、浦和第一女子高校、大宮高校、大宮開成高校、市立大宮北高校、大宮工業高校、
開智高校、春日部高校、川口北高校、川口工業高校、川口市立高校、川越高校、川越工業高校、
川越女子高校、久喜工業高校、熊谷高校、熊谷女子高校、鴻巣高校、越谷北高校、西武学園文理高校、
所沢北高校、不動岡高校、細田学園高校、松山高校 （学校名は五十音順）

開会式の様子 問題に真剣に取り組む生徒（中研修室にて） シャトルコック発射装置の製作

発射装置を使い、障害となる壁を越えて
シャトルを的に着地させる（体育館にて）

チームで話し合いながら答えを出していく（食堂）

【講師】 千葉大学
グローバルプロミネント研究基幹／大学院理学研究院
ハドロン宇宙国際研究センター 准教授 石原 安野 氏

質疑応答では、多くの質問が
出されました

表彰式後の記念写真

競技に参加した生徒の皆さん全員との記念撮影
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大 会 成 績

特
別
賞

筆
記
の
部

実
技
の
部

総
合
の
部

大会当日は成績上位校に対し表彰状とクリスタルオーナメントを授与していただきました。

来年度も、より多くの企業の皆様に協働パートナーとしてご協賛をいただき、本大会を益々盛り上げていきたいと考えており
ます。会員企業におかれましては何卒よろしくお願いいたします。

※実技の部の最高点が同点であったため浦和高校Ａと浦和高校Ｂがともに第1位となりました

優

勝

埼
玉
県
教
育
委
員
会
賞

浦
和
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
小
松
教
育
長
）

準
優
勝

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行
賞

浦
和
高
等
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

（
左
�
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
部
長

忍
田
氏
）

第
3
位

株
式
会
社
し
ま
む
ら
賞

大
宮
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
埼
経
協
専
務
理
事

根
岸
氏
）

第
4
位

株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行
賞

越
谷
北
高
等
学
校
Ｃ
チ
ー
ム

（
左
�
地
域
サ
ポ
ー
ト
部
長

新
井
氏
）

第
5
位

ト
キ
タ
種
苗
株
式
会
社
賞

春
日
部
高
等
学
校
Ｃ
チ
ー
ム

（
左
�
代
表
取
締
役
会
長

時
田
氏
）

専
門
高
校
第
1
位

株
式
会
社
し
ま
む
ら
賞

川
越
工
業
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
埼
経
協
常
務
理
事

廣
澤
氏
）

第
1
位

株
式
会
社
タ
ム
ロ
ン
賞

大
宮
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
人
事
総
務
本
部
長

加
藤
氏
）

第
2
位

A
G
S
株
式
会
社
賞

浦
和
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

藤
倉
氏
）

第
3
位

株
式
会
社
昭
和
技
研
工
業
賞

不
動
岡
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
代
表
取
締
役

岩
井
氏
）

第
1
位

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社
賞

浦
和
高
等
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

（
左
�
代
表
取
締
役
社
長

青
木
氏
）

第
1
位

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会
賞

浦
和
高
等
学
校
Ａ
チ
ー
ム

（
左
�
上
條
会
長
）

第
3
位

株
式
会
社
ハ
ー
ベ
ス
賞

越
谷
北
高
等
学
校
Ｃ
チ
ー
ム

（
左
�
取
締
役
研
究
開
発
部
長

竹
村
氏
）
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国
連
の
二
〇
三
〇
年
目
標
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取

り
組
み
が
産
業
界
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

経
団
連
は
一
七
年
一
一
月
、
企
業
行
動

憲
章
を
改
定
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
貢

献
を
柱
に
据
え
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営

戦
略
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
組
み
込
む
企
業
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
九
月
二

〇
日
㈭
、
平
成
三
〇
年
度
第
四
回
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
持
続
可
能
な
発
展
を

目
指
す
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活

動
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
の
事
務
局
長

大
場

恒
雄

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
は
、
そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
つ
な

げ
る
企
業
の
未
来
」
と
題
し
、
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は「Sustainable

Devel-
opm
ent
Goals

（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）」
の
略
称
。

・
人
口
は
増
加
、
世
界
の
人
口
一
〇
〇

億
人
時
代
も
目
前
で
あ
る
。

・
他
方
、
世
界
で
廃
棄
物
は
増
加
し
、

排
出
量
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
現
在
の

倍
に
な
る
。

・
現
在
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に

注
目
が
集
ま
る
。

・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
こ
の
四
〇

年
で
倍
に
。

・
世
界
的
に
貧
困
・
格
差
も
拡
大
。

・
経
済
の
発
展
に
伴
い
企
業
活
動
に
よ

る
人
権
侵
害
が
多
発
、
深
刻
化
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
人
権
侵
害
が
起

こ
っ
て
い
な
い
か
、
末
端
ま
で
の
確
認

が
求
め
ら
れ
る
。
逆
に
そ
こ
ま
で
確
認

し
て
い
か
な
い
と
徹
底
で
き
な
い
。

・
現
状
の
世
界
が
抱
え
る
社
会
的
な
課

題
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
は
社
会
が
も

た
な
い
。

・
パ
リ
協
定
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
際
社
会

の
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
共
通
言

語
と
言
っ
て
も
い
い
。

日
本
は
人
口
・
労
働
力
の
減
少
局
面

を
迎
え
世
界
の
メ
イ
ン
市
場
と
し
て
の

地
位
を
失
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
四
次

産
業
革
命
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が

従
来
の
常
識
や
経
験
が
通
用
し
な
い
大

変
革
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
世
界
の
有
力
企
業

が
戦
略
の
中
心
に
据
え
る
の
が
「
デ
ザ

イ
ン
」
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
企
業
が

大
切
に
し
て
い
る
価
値
、
そ
れ
を
実
現

す
る
営
み
で
す
。
顧
客
が
企
業
と
接
点

を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
体
験
に
、
そ
の
価
値

や
意
思
を
徹
底
さ
せ
、
そ
れ
が
一
貫
し

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
こ
と
で
、

他
の
企
業
で
は
代
替
で
き
な
い
ブ
ラ
ン

ド
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
デ

ザ
イ
ン
を
企
業
経
営
に
統
合
す
る
た
め

の
経
営
手
法
が
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
で
す
。

一
方
、
日
本
で
は
デ
ザ
イ
ン
は
有
効

な
経
営
手
段
と
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
環
境
で

の
弱
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
〇
月
二
日
㈫
、
平
成
三

〇
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

デ
ザ
イ
ン
思
考
や
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
で
多
く
の
企
業
に
携
わ
る
デ

ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
、
草

野

紀
親
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

「『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
×
経

営
』
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ

よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
、
一
六
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

草
野
氏
か
ら
は
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
は
何
か
、

デ
ザ
イ
ン
と
経
営
と
の
関
係
性
、
デ
ザ

イ
ン
で
何
を
実
現
す
る
の
か
、
デ
ザ
イ

ン
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
等
に
つ
い

て
、
実
例
を
踏
ま
え
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

人
事
・
労
務
・
法
務
担
当
者
並
び
に

管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
労
働
法
実
務
知

識
並
び
に
実
務
上
の
注
意
点
等
を
修
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
労
働
問
題

実
務
対
応
講
座
を
引
き
続
き
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
講
座
は
全
七
回
で
構
成
さ

れ
、
開
催
計
画
は
左
図
の
通
り
で
す
。

第
二
講
は
、「
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
の
注
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
、
石

嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
の
ヴ
ァ
イ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

橘

大
樹
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
八
月
二
八
日
㈫
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
、
一
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

処
遇
の
適
正
化
や
雇
用
維
持
を
目
的

に
、
社
員
の
労
働
条
件
を
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
公
平
・
公

正
な
人
事
処
遇
を
目
指
し
た
制
度
変
更

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
が
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合
、
訴
訟
や
、

外
部
の
合
同
労
組
等
に
加
入
し
て
の
団

体
交
渉
申
込
み
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
発

展
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

平
成
三
〇
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
そ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
つ
な
げ
る

企
業
の
未
来
」
を
開
催講演する

大場 恒雄氏

平
成
三
〇
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
新
し
い
企
業
価
値
の
創
造
に
向
け
て

『
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
基
本
編

〜
「
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
×
経
営
」
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
よ
う
！
〜
」
を
実
施

【
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
】

平
成
三
〇
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
二
講

「
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
の
注
意
点
」

講演する
草野 紀親氏

第4回トップセミナー

第5回トップセミナー
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そ
の
た
め
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
を
実
施
す
る
場
合
、
ト
ラ
ブ
ル
の
事

前
予
防
の
関
連
か
ら
、
常
に
法
的
リ
ス

ク
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
労
働
条
件
は
ど

の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
か
の
説
明
か
ら

始
ま
り
、
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
に

関
す
る
判
例
法
理
、
労
働
条
件
変
更
の

実
務
手
続
き
、
賃
金
制
度
見
直
し
に
あ

た
っ
て
の
実
務
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、

企
業
の
人
事
担
当
者
向
け
に
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
三
講
は
、「
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に

関
わ
る
法
的
留
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
弁
護
士

小

森

光
嘉
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

九
月
一
九
日
㈬
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一

三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

近
年
、
多
く
の
職
場
で
う
つ
病
者
が

増
え
、
対
応
に
苦
慮
す
る
企
業
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
裁
判
で
は
、
企
業

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
必
要
性
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

殺
の
業
務
起
因
性
や
企
業
の
安
全
配
慮

義
務
違
反
が
広
く
認
め
ら
れ
、
高
額
の

損
害
賠
償
請
求
の
支
払
い
を
命
じ
る
判

決
も
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
行
政

に
お
い
て
も
、
事
業
主
に
対
す
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
義
務
化
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
監
督
・
指

導
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、

精
神
健
康
不
調
へ
の
予
防
策
を
含
め
た

対
応
は
、
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
上
、
最

優
先
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。し

か
し
、
精
神
不
調
は
、
本
人
の
自

覚
や
周
囲
の
発
見
が
遅
れ
、
ど
う
し
て

も
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。
そ
こ
で
企
業
の
実
務
対
応

と
し
て
は
、
予
防
措
置
の
み
な
ら
ず
、

実
際
に
精
神
不
調
者
が
発
生
し
た
場
合

つ
い
て
も
、
人
事
労
務
管
理
上
、
適
切

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
今
回

の
講
座
で
は
、
従
業
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
管
理
の
重
要
性
や
、
こ
れ
に
関
す

る
法
律
と
判
例
法
理
の
基
礎
知
識
、
従

業
員
が
精
神
疾
患
を
発
症
さ
せ
た
場
合

の
対
応
策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
に

対
応
し
た
就
業
規
則
の
規
定
な
ど
、
実

務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
四
講
は
、「
問
題
社
員
の
法
的
扱

い
と
実
務
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
石

嵜
・
山
中
法
律
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー

弁
護
士
で
あ
る
安
藤

源
太
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、
十
月
二
二
日
㈪
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
、
十
二
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
低
成
長
時
代
を

背
景
に
、
労
使
関
係
も
い
わ
ゆ
る
集
団

的
な
労
使
関
係
は
協
調
路
線
に
進
む
一

方
で
、
個
々
の
労
働
者
と
の
間
の
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
は
む
し
ろ
拡
大
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ

ル
の
一
部
が
労
働
委
員
会
や
労
働
審

判
・
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
、
ま
た
、

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
企
業
が

対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

ま
す
。

な
か
で
も
、
業
務
命
令
無
視
な
ど
の

勤
務
態
度
不
良
、
他
の
社
員
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
欠
如
、
職
務
能
力
不
足
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

を
引
き
起
こ
す
い
わ
ゆ
る
「
問
題
社

員
」
は
ど
の
会
社
に
も
一
定
割
合
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
問
題
社
員
を
放
置
し
て
は
、
職
場

の
雰
囲
気
や
生
産
性
の
著
し
い
悪
化
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
、
今
回

の
講
座
で
は
、
能
力
不
足
社
員
や
、
勤

務
態
度
不
良
社
員
、
メ
ン
タ
ル
に
問
題

を
抱
え
る
社
員
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

行
な
っ
た
社
員
、
刑
事
事
件
等
の
私
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
社
員
な
ど
、
問
題
社
員
に
つ
い
て
、

企
業
が
と
る
べ
き
ケ
ー
ス
別
の
対
処
法

や
気
を
付
け
る
点
に
つ
い
て
、実
務
的
・

実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

企
業
を
取
り
巻
く
犯
罪
は
、
特
殊
詐

欺
、
暴
力
団
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
ま

す
ま
す
広
範
か
つ
高
度
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
企
業
が
こ
れ
ら
の
対
策
を
怠
る

と
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、
最
悪
の
場

合
、
企
業
の
存
続
さ
え
危
う
く
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
九
月
一

〇
日
㈪
、
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、

埼
玉
県
警
察
本
部
の
全
面
協
力
を
得
て
、

企
業
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
県

民
の
方
々
を
対
象
に
、「
犯
罪
対
策
に

つ
い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
、

特
殊
詐
欺
対
策
、
暴
力
団
対
策
、
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
の
三
分
野
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
七

平
成
三
〇
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
三
講

「
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
関
わ
る
法
的
留
意
点
」

平
成
三
〇
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
四
講

「
問
題
社
員
の
法
的
扱
い
と
実
務
対
策
」

講演する
橘 大樹弁護士

講演する
安藤 源太弁護士

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

テーマ

退職・解雇・内定取消の実務注意点

労働条件の不利益変更の注意点

メンタル不調者に関わる法的留意点

問題社員の法的扱いと実務対策

有期契約社員の契約対応実務

パワハラ・セクハラ・マタハラをめぐる企業の法的責任と実務対応

労働時間管理の注意点と実務対応

開催予定

７月１３日㈮

８月２８日㈫

９月１９日㈬

１０月２２日㈪

１０月１５日㈭

１１月２９日㈭

１２月２１日㈮

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

労働問題実務対応講座第3講
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名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
埼
玉
県
警
察
本

部
生
活
安
全
部

参
事
官

安
藤

茂

氏
か
ら
「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と
対
策
」

と
題
し
、
特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
や
検

挙
状
況
、
特
殊
詐
欺
犯
行
グ
ル
ー
プ
の

構
成
や
具
体
的
な
手
口
、
家
族
・
地
域

の
絆
に
よ
る
被
害
防
止
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
局
捜

査
第
四
課

課
長
補
佐

新
井

勇
之

進
氏
か
ら
「
暴
力
団
情
勢
と
排
除
対

策
」
と
題
し
、
暴
力
団
と
は
ど
の
よ
う

な
組
織
か
、
全
国
及
び
県
内
の
暴
力
団

情
勢
、
企
業
対
象
暴
力
の
現
状
や
、
不

当
要
求
に
対
す
る
対
処
法
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー
犯

罪
対
策
課

課
長
補
佐

森
田

真
一

氏
か
ら
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
対

策
」
と
題
し
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
と
は
ど

の
よ
う
な
犯
罪
か
、
そ
の
発
生
状
況
や

検
挙
数
、
代
表
的
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

手
口
や
対
策
、
警
察
に
お
け
る
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
に
つ
い
て
な
ど

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
二
一
日
㈮
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
、
平

成
三
〇
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
第
二
回

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
七
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
、
埼
玉
労
働
局
長

木

塚

欽
也
氏
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安

全
課
長

塩
野

七
重
氏
か
ら
本
セ
ミ

ナ
ー
の
主
旨
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
に
、
埼
玉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

両
立
支
援
促
進
員

近
藤

明
美
氏
か
ら
「『
が
ん
等
と
治
療
と
就

労
の
両
立
』
〜
就
労
継
続
の
た
め
に
大

切
な
こ
と
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
で
は
、「
事
業
場
に
お

け
る
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
概
要
や
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
活
用
し
た
両
立
支
援
の
方
法
、

埼
玉
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
個
別
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｓ

Ｗ

城
谷

法
子
氏
か
ら
「
病
院
に
お

け
る
就
労
支
援
」
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
患
者
等
の

経
済
的
・
心
理
的
・
社
会
的
問
題
の
解

決
等
を
援
助
す
る
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
全
国
の
が
ん
診
察
連
携
拠
点

病
院
や
地
域
が
ん
診
療
病
院
に
設
置
さ

れ
る
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
よ

る
就
労
等
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
パ
イ
ン
㈱

代
表
取
締
役

廣
瀬

佳
正
氏
、
同
社
長
室
長

宗

綾
子
氏
か
ら
「
治
療
と
就
労
の
両
立
支

援

職
場
で
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、

宗
氏
か
ら
は
、「
実
際
に
が
ん
を
経
験

し
働
く
者
の
立
場
」
か
ら
、
廣
瀬
氏
か

ら
は
「
が
ん
に
罹
患
し
た
こ
と
の
あ
る

者
を
雇
用
す
る
会
社
」
の
立
場
か
ら
治

療
と
就
労
の
両
立
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

足
元
の
雇
用
労
働
情
勢
を
み
る
と
、

新
規
有
効
求
人
倍
率
は
二
・
三
四
倍

（
三
〇
年
八
月
）、
転
職
市
場
の
求
人

倍
率
は
二
・
三
五
倍
（
三
〇
年
九
月
）

と
空
前
の
採
用
難
の
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
今
ま
さ
に
「
企
業
が
ヒ
ト
を
雇

用
す
る
」
時
代
か
ら
、「
ヒ
ト
に
企
業

が
選
ば
れ
る
」
時
代
を
迎
え
た
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一
〇
月

二
四
日
㈬
、
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
二
〇
年
近
く

の
経
験
を
有
し
、
人
財
育
成
や
採
用
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
豊
富
な
実
績
を
有

す
る
、
株
式
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

代

表
取
締
役

内
田

ひ
と
み
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
売
り
手
市
場
に

お
け
る
採
用
活
動
で
『
欲
し
い
人
材
を

平
成
三
〇
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
第
二
回

治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
セ
ミ
ナ

ー
』
を
開
催

講演する
森田 真一氏

講演する
新井 勇之進氏

講演する
安藤 茂氏

講演する
近藤 明美氏

講演する
廣瀬 佳正氏

講演する
城谷 法子氏

平
成
三
〇
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
売
り
手
市
場
に
お
け
る
採
用
活
動
で
『
欲
し
い
人

材
を
採
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
』」
を
開
催

講演する
内田 ひとみ氏

第2回特別セミナー

治療と職業生活の両立支援セミナー

講演する
宗 綾子氏
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採
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
』」
を
テ
ー
マ
に

開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
講

師
の
説
明
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
交
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
少
子
高
齢
化
に
伴
い
労
働
力
人
口
は

減
少
、
有
効
求
人
倍
率
は
上
昇
し
、
慢

性
的
な
採
用
難
が
生
じ
て
い
る
。

・「
売
り
手
市
場
」
に
お
い
て
、
求
職

者
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
職
場
の

雰
囲
気
、
社
会
や
人
か
ら
感
謝
さ
れ
る

仕
事
か
、
専
門
技
術
を
身
に
つ
け
ら
れ

る
仕
事
か
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
。

・
魅
力
的
な
企
業
と
し
て
選
ば
れ
る
た

め
、
会
社
の
将
来
性
や
社
風
、
職
場
の

人
間
関
係
な
ど
待
遇
面
以
外
の
状
況
も

発
信
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

・
こ
れ
か
ら
は
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
が
採
用
手

段
と
な
っ
て
く
る
。

・
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
選
ば
れ
る
側
に

な
る
た
め
に
自
社
を
一
か
ら
見
つ
め
直

し
、
求
職
者
視
点
で
課
題
に
向
き
合
う

こ
と
が
重
要
に
な
る
。

九
月
三
日
㈪
の
平
成
三
〇
年
度
第
一

回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
埼
玉
県
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」、

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
本
会
の
共
催

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
で
七
回

目
と
な
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
発
達
障
害

者
の
雇
用
を
考
え
、
そ
し
て
雇
用
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
一
五
四
名
と
い
う
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
、
埼
玉
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー

障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー

舩
津

正
悟
氏
よ
り
、「
発
達
障

害
者
の
特
性
と
雇
用
支
援
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、「
障
害
者
法
定
雇
用
率
と
雇

用
助
成
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
労

働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

課
長

補
佐

吉
澤

久
雄
氏
か
ら
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、「
埼
玉
県
の
発
達
障
害
者

就
労
支
援
の
取
組
と
発
達
障
害
を
雇
用

す
る
企
業
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し

て
、
企
業
の
就
労
支
援
の
事
例
や
現
在

も
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
発
達
障
害
者

の
方
か
ら
仕
事
内
容
や
苦
労
し
た
こ
と
、

今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）
草

加
の
取
組
と
し
て
、
ミ
ド
リ
安
全
株
式

会
社

人
事
部

坂
本

浩
一
氏
、
ジ

ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
草
加
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー

㈱
）
セ
ン
タ
ー
長

福
嶋

玲
子
氏
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
）
熊
谷
の

取
組
と
し
て
、
株
式
会
社
シ
ョ
ー
ワ
人

事
・
労
政
課

藤
井

真
里
子
氏
、
ジ

ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
熊
谷
（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
セ
ン
タ

ー
長

橋
本

操
氏
か
ら
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委

員
会
が
、
県
立
浦
和
工
業
高
校
に
お
い

て
、
十
月
三
日
㈬
の
午
後
に
開
催
さ
れ
、

二
九
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。県

立
浦
和
工
業
高
校
は
機
械
科
、
電

気
科
、
設
備
シ
ス
テ
ム
科
、
情
報
技
術

科
の
四
学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る
専
門

高
校
で
、
未
来
を
支
え
る
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
育
成
を
め
ざ
し
て
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
授
業
見
学
、
高
校
概
要
・

説明する
吉澤 久雄氏

橋本 操
センター長（熊谷）

講演する
舩津 正悟氏

事例発表を行う
坂本 浩一氏

福嶋 玲子
センター長（草加）

平
成
三
十
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

県
立
浦
和
工
業
高
校
を
視
察

学校概要を説明する
大勝校長

第4回特別セミナー

平
成
三
〇
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
企
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
』
を
開
催

第1回CSR委員会

事例発表を行う
藤井 真里子氏

全体会の様子
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進
路
指
導
の
説
明
、
生
徒
と
の
懇
談
の

順
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

授
業
見
学
で
は
、
一
年
生
か
ら
三
年

生
ま
で
の
専
門
教
科
等
の
授
業
を
見
学

し
、
も
の
づ
く
り
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
授
業
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

県
内
唯
一
の
設
備
シ
ス
テ
ム
科
で
は
二

年
生
の
「
課
題
研
究
」
と
い
う
授
業
に

て
冷
凍
空
調
機
器
施
工
技
能
士
等
の
実

習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
概
要
・
進
路
指
導
の
説
明
で
は
、

卒
業
生
の
約
七
割
が
就
職
す
る
と
の
こ

と
で
、
就
職
指
導
に
関
す
る
様
々
な
説

明
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

生
徒
と
の
懇
談
で
は
生
徒
七
名
（
全

学
科
の
三
年
生
と
生
徒
会
）
と
学
科
長

等
が
出
席
し
、
進
路
決
定
の
決
め
手
や

工
業
高
校
の
魅
力
、
企
業
が
支
援
で
き

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

平
成
二
九
年
度
よ
り
埼
玉
大
学
の
学

生
が「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
」を
構
想
・

設
計
・
製
作
し
て
「
全
日
本
学
生
フ
ォ

ー
ミ
ュ
ラ
大
会
〜
も
の
づ
く
り
・
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
〜
」（
自
動

車
技
術
会
主
催
）
の
出
場
に
向
け
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
の
参
加
学
生
は
文
理

男
女
様
々
な
メ
ン
バ
ー
二
十
名
で
、
大

学
や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
（
五
三
社
）
等

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。二

年
目
と
な
る
今
年
は
「
大
会
競
技

の
全
種
目
完
走
」
と
「
総
合
成
績
三
十

位
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
九
月
四
日

㈫
か
ら
八
日
㈯
に
静
岡
県
小
笠
山
総
合

運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

大
会
直
前
の
八
月
二
七
日
㈪
に
は
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
対
象
の
活
動
見
学
会
が

埼
玉
大
学
内
で
行
わ
れ
、完
成
し
た「
フ

ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
」
に
つ
い
て
の
質
疑

応
答
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
通
し
て
学
生

と
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
と
の
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
台
風
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
種

目
完
走
と
い
う
目
標
が
達
成
で
き
ま
し

た
。
総
合
順
位
は
四
二
位
で
し
た
が
次

に
つ
な
が
る
経
験
・
情
報
等
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
大
会
出
場
に
向
け

て
、
埼
玉
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｆ

Ｐ
Ｓ
Ｕ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
新
た
に

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
人
事
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏
を
お

迎
え
し
、「
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講

座
」
を
以
下
の
五
点
を
目
的
に
実
施
い

た
し
ま
す
。

一
�
会
社
に
お
け
る
「
課
長
職
」
の
使

命
と
役
割
を
正
し
く
認
識
し
、
管
理

職
と
し
て
の
責
務
を
担
う
人
財
へ
と

自
己
革
新
を
図
る
。

二
�
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
総
合
的

な
知
見
と
視
野
を
深
め
、
職
場
の
問

題
解
決
に
率
先
し
て
当
た
る
英
気
を

養
う
。

三
�
職
場
の
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
発
見

し
、
未
然
に
解
決
す
る
た
め
の
知
識

と
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。

四
�
部
下
や
後
輩
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
活
性
化
し
た
職
場

づ
く
り
を
実
現
す
る
技
法
を
身
に
つ

け
る
。

五
�
「
ひ
と
つ
上
の
立
場
」
か
ら
会
社

を
俯
瞰
し
、
将
来
の
指
針
づ
く
り
に

資
す
る
構
想
力
と
提
言
能
力
を
養
う
。

講
義
を
単
に
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

事
前
課
題
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
発
表
、

そ
し
て
参
加
者
同
士
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
の
名
刺
交
換
会
・
交
流
会
と

多
様
か
つ
実
践
的
な
内
容
で
、
将
来
会

社
を
担
う
中
核
的
な
人
材
や
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
最
適
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
六
講
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
は
左
記
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

第
一
講
「
課
長
の
使
命
と
役
割
を
自
覚

す
る
」

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
一
講
は
、「
課
長
の
使
命
と

役
割
を
自
覚
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
九

マシニングセンタに関する説明CAD実習の様子

アクティブラーニングの授業の様子 冷凍空調機器施工技能士の実習

全日本学生フォーミュラ大会で走った
フォーミュラカー

講演する
本田 有明氏

埼
玉
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｕ
が
第
十
六

回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
に
出
場

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
開
講
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月
一
三
日
㈭
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
九

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
様
々
な
調
査
結
果
や
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
課
長
の
役
割

や
使
命
に
つ
い
て
考
え
、
部
下
と
接
す

る
と
き
は
、
肯
定
的
態
度
で
臨
み
、
モ

チ
ベ
ー
タ
ー
と
な
る
べ
く
自
ら
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
上
司
は
鬼
が
よ

い
の
か
、
仏
が
よ
い
の
か
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
グ
ル
ー
プ
演
習
も
併
せ
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
課
長
の
役
割
や
責
務
は
、
一
般
的
に

戦
略
の
策
定
や
実
行
段
階
の
指
揮
統
率
、

そ
し
て
結
果
責
任
を
負
う
段
階
ま
で
幅

広
く
あ
る
。

・
活
性
化
し
た
職
場
づ
く
り
の
実
現
に

は
、「
課
長
力
」
が
問
わ
れ
る
。

・
最
近
は
、「
人
に
関
わ
ら
な
い
組
織

風
土
」に
起
因
す
る「
不
機
嫌
な
職
場
」

が
増
え
て
い
る
。

・
若
手
社
員
の
離
職
理
由
を
み
る
と
、

人
間
関
係
、
組
織
風
土
に
な
じ
め
な
い

な
ど
、
周
囲
の
働
き
か
け
で
離
職
を
防

げ
る
場
合
が
多
い
。

・
一
年
目
の
社
員
に
は
約
五
〇
〇
万
円
、

三
年
目
の
社
員
に
は
、
一
〇
〇
〇
万
円

以
上
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
お
り
、
金

銭
的
に
み
て
も
離
職
は
大
き
な
損
失
と

な
る
。

・
自
分
の
部
門
の
現
在
の
活
性
度
を
認

識
し
、
長
所
・
短
所
を
的
確
に
把
握
す

る
。

・
部
下
の
上
司
へ
の
不
満
内
容
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
起
因
す

る
も
の
が
多
く
、
部
下
を
よ
く
知
ろ
う

と
す
る
自
発
的
な
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
講
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
鍛
え
る

基
本
演
習
」

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
二
講
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
を
鍛
え
る
基
本
演
習
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
一
講
に
引
続
き
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
九
月
二
五
日
㈫
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
一
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
管
理
」
と
は
ど
う
解

釈
す
る
べ
き
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

三
つ
の
理
論
と
は
何
か
な
ど
に
つ
い
て
、

課
長
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
課
長

の
最
も
大
切
な
仕
事
は
何
で
あ
る
か
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

が
ど
う
す
れ
ば
機
能
す
る
か
な
ど
を
テ

ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
通
常
、
人
・

物
・
金
・
情
報
な
ど
の
経
営
資
源
を
効

率
的
に
用
い
て
所
期
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
を
指
す
。

・
こ
れ
に
加
え
て
「
組
織
の
成
員
の
自

発
的
な
協
力
を
得
て
」
と
い
う
要
素
を

プ
ラ
ス
し
て
解
釈
す
る
。

・
課
長
と
し
て
、
①
職
場
の
業
務
を
通

じ
て
企
業
理
念
を
具
現
化
す
る
こ
と
、

②
職
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
維

持
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
組
織
行
動
学
か
ら
も
「
準
拠
の
パ
ワ

ー
（
他
人
に
尊
敬
さ
れ
る
人
が
持
つ
人

格
的
な
力
）」
が
重
要
で
あ
る
。

・
Ｐ
Ｍ
理
論
で
は
、
組
織
に
お
け
る
成

果
重
視
の
Ｐ
機
能
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
と
人
間
関
係
重
視
の
Ｍ
機
能
（
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
）
の
二
つ
の
機
能
に
よ
っ

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
質
を
判
断
す
る
。

・
課
長
と
し
て
Ｍ
の
要
素
を
大
事
に
し
、

発
揮
し
て
ほ
し
い
。

・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
関
し
て
、
上
司
だ

け
で
な
く
部
下
も
不
満
を
感
じ
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
必
要
条
件
の
明
示
や
見

え
る
化
な
ど
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
講
「
問
題
発
見
と
解
決
へ
の
具
体

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

平
成
三
〇
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
三
講
は
、「
問
題
発
見
と
解

決
へ
の
具
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
二
講
に
引
続
き
人
事
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
一
〇
月
十
五
日

㈪
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
一
三
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
問
題
発
見
力
を
高
め
る

ポ
イ
ン
ト
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向

け
て
課
長
が
行
う
べ
き
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
時
短
を
推
進
す
る
具
体
策
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
演
習
も
併
せ
て
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

◇
講
演
の
概
要

・
問
題
の
発
見
・
解
決
に
は
、
三
つ
の

意
識
が
重
要
。

・
具
体
的
に
は
、
そ
こ
に
問
題
が
潜
ん

で
い
る
は
ず
だ
と
い
う
「
問
題
意
識
」、

自
分
が
問
題
を
解
決
す
る
の
だ
と
い
う

「
当
事
者
意
識
」、
問
題
を
放
置
し
て

は
組
織
に
危
機
が
生
じ
る
と
い
う
「
危

機
意
識
」。

・
現
状
を
注
意
深
く
見
つ
め
「
な
ぜ
」

と
繰
り
返
し
問
う
こ
と
で
、
職
場
の
問

題
と
解
決
策
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

・
職
場
に
は
大
別
し
て
「
発
生
型
」
と

「
探
索
型
」
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
問

題
が
あ
る
。

・
探
索
型
の
問
題
は
現
状
を
も
っ
と
良

く
し
よ
う
と
働
き
か
け
る
問
題
。
こ
の

発
見
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。

・
残
業
を
削
減
す
る
た
め
、
月
に
一
回

で
い
い
の
で
質
問
表
な
ど
で
部
下
の
本

音
を
聞
く
の
も
効
果
的
。

・
業
務
を
改
善
す
る
に
あ
た
っ
て
、
課

長
に
は
、
業
務
の
標
準
化
、
平
準
化
、

可
視
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

新
規
開
拓
は
、
企
業
を
成
長
・
発
展

さ
せ
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
な
営
業

戦
略
で
す
。
し
か
し
、
営
業
マ
ン
に
と

っ
て
最
も
難
易
度
が
高
い
活
動
も
ま
た

新
規
開
拓
で
す
。

若
手
か
ら
中
堅
の
営
業
職
の
方
を
主

な
対
象
に
、
見
込
み
先
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
、
効
果
的
な
面
談
ア
ポ
イ
ン
ト
の
取

り
方
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
収
集
、
基
本
的

な
ヒ
ア
リ
ン
グ
ス
キ
ル
、
ニ
ー
ズ
の
掘

り
下
げ
、
仮
説
構
築
、
提
案
作
成
、
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
に
至
る
一
連
の
新
規
営
業

プ
ロ
セ
ス
を
演
習
・
ワ
ー
ク
を
交
え
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
効
果
的
な
ス
キ
ル

新
規
開
拓
力
強
化
研
修
開
催

新
規
開
拓
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
提
案
力
向
上
で

新
規
開
拓
の
プ
ロ
に
な
る

テーマ

『課長の使命と役割を自覚する』

『マネジメント力を鍛える基本演習』

『問題発見と解決への具体的なアプローチ』

『コミュニケーション能力と育成能力を高める』

『課長の行動指針をつくる』

『伸びる課長の自己啓発実践法【１０選】』

開催予定

９月１３日㈭

９月２５日㈫

１０月１５日㈪

１１月１９日㈪

１２月３日㈪

１２月２０日㈭

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

受講者による発表の様子
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を
習
得
し
、
新
規
開
拓
力
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
九
月
一
四
日
金
「
新

規
開
拓
力
強
化
研
修
」
を
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス
の
石
田

祐
一
郎
氏
を
迎
え
、
一
六
名
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

新
規
開
拓
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
学

び
、
各
プ
ロ
セ
ス
に
効
果
的
な
ス
キ
ル

を
習
得
す
る

①
見
込
み
先
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

②
効
果
的
な
ア
ポ
イ
ン
ト
方
法
の
習
得

と
初
回
訪
問
時
の
準
備

③
顧
客
課
題
・
ニ
ー
ズ
の
収
集
と
情
報

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
力
の
向
上

④
提
案
作
成
力
と
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
に
向

け
た
商
談
ス
キ
ル
の
習
得

現
状
の
新
規
客
や
既
存
客
へ
の
接
触

件
数
を
見
え
る
化
し
、
自
身
が
今
後
ど

の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
必
要
が

あ
る
か
を
考
え
る
な
ど
、
演
習
重
視
の

実
践
的
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
常
時
五
〇
人
以

上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
は
、

労
働
安
全
衛
生
法
第
一
二
条
に
よ
り
、

衛
生
管
理
者
を
置
く
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
有

資
格
者
が
異
動
で
転
出
し
て
も
問
題
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
衛
生
管
理
者
資
格

の
保
有
者
を
増
や
す
傾
向
の
企
業
が
数

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
九
月
五
日
㈬
、
六
日
㈭
、

受
講
者
合
格
率
九
〇
・
一
％
の
実
績
を

誇
る
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
と
の
共

同
開
催
で
、
同
社
専
任
講
師

柴
田

珠
美
氏
を
お
迎
え
し
「
第
一
種
・
第
二

種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階

九
〇
六
会
議
室
に
て
開
催
し
、
五
三
名

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
労
働
衛
生
や
労
働
整

理
な
ど
の
出
題
分
野
に
つ
い
て
、
過
去

の
出
題
傾
向
を
徹
底
分
析
し
、
試
験
に

出
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
無
駄
の
な

い
効
率
的
な
学
習
方
法
を
伝
授
し
て
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
難
し
い
専
門
用
語
や

内
容
も
語
呂
合
わ
せ
な
ど
で
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

講
義
・
演
習
・
解
説
の
サ
イ
ク
ル
で
実

践
力
を
身
に
つ
け
、
二
日
間
で
合
格
レ

ベ
ル
ま
で
到
達
で
き
る
講
義
内
容
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

一
〇
月
二
二
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
に
お
い
て
、
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、
総
勢
九
八
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問

や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
慣

れ
か
ら
の
緩
み
が
生
じ
た
り
す
る
こ
の

時
期
に
「
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考

え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

意
欲
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、

見
直
し
を
図
る

・
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重

要
性
を
理
解
す
る

・
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
基
本

を
習
得
す
る

・
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割

を
再
確
認
す
る

・
正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識
と

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す
る

・
今
後
の
挑
戦
課
題
と
目
標
設
定
を
考

え
るり

そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
討
議
形

式
の
参
加
者
体
験
型
で
進
め
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
内
の
異
業
種
メ
ン
バ
ー
と
「
体

講演する
柴田 珠美氏

講義する
古澤 美奈子講師

グループワークを通して
活発な意見交換が行われた

スキル習得のための
様々なグループワークが行われた

衛生管理者受験対策講座

職場での具体的実践に繋げるために、グループワークでの気づきを振り返る 11社98名が参加した

「
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座
」
を
開
催

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

〜
職
場
の
戦
力
と
し
て
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
る
実
力
を
身
に
つ
け
る
〜
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験
と
振
り
返
り
」
を
重
ね
る
中
で
気
づ

い
た
こ
と
を
、
職
場
で
の
具
体
的
な
実

践
に
繋
げ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。午

前
中
の
「
職
場
生
活
の
振
り
返

り
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
社
後
の
経

験
を
「
失
敗
談
・
苦
労
話
・
嬉
し
い
経

験
・
工
夫
点
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
で
討

議
し
、
そ
の
後
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
職

場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の
再

確
認
」
で
は
、
ゲ
ー
ム
参
加
を
通
じ
て

「
ト
ッ
プ
・
中
間
管
理
職
・
部
下
」
の

役
割
を
間
接
的
に
疑
似
体
験
す
る
こ
と

で
、
積
極
的
な
取
組
み
姿
勢
と
職
場
の

中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

特
に「
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
」

に
関
し
て
学
び
ま
し
た
。

続
く
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
振
り
返

り
」
で
は
テ
ス
ト
形
式
に
よ
っ
て
「
言

葉
づ
か
い
・
電
話
応
対
・
お
辞
儀
の
仕

方
・
名
刺
交
換
・
来
客
対
応
・
訪
問
時

の
マ
ナ
ー
」
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
「
今
後
の
挑
戦
課
題

と
目
標
設
定
を
考
え
る
」
で
は
、『
私

の
宣
言
書
』
と
し
て
「
会
社
か
ら
期
待

さ
れ
る
こ
と
・
自
分
の
長
所
短
所
・
3

年
後
の
目
指
す
姿
・
自
己
啓
発
の
具
体

的
な
内
容
・
こ
の
研
修
で
学
ん
で
明
日

か
ら
具
体
的
に
始
め
る
こ
と
」
と
い
っ

た
項
目
を
ま
と
め
会
社
に
提
出
す
る
、

と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
、
実
際
に
グ
ル

ー
プ
内
で
「
明
日
か
ら
の
取
組
み
」
を

宣
言
し
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
入
社
し
て
か
ら
半
年
間
の
反
省
点
や
、

仕
事
へ
の
取
組
み
姿
勢
な
ど
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
て
、
貴
重
な
機
会
で
し

た
。

・
今
回
の
研
修
で
、
気
づ
け
た
大
切
な

こ
と
は
「
目
的
を
持
っ
て
仕
事
を
す

る
」
と
い
う
こ
と
。
今
ま
で
は
、
言
わ

れ
た
仕
事
を
言
わ
れ
た
通
り
に
こ
な
す

だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
自
分
の
成

長
に
繋
が
ら
な
い
と
実
感
し
た
。
目
的

を
知
り
行
動
を
す
る
こ
と
で
次
に
何
が

必
要
な
の
か
、
自
分
で
考
え
る
力
が
身

に
つ
く
と
思
っ
た
。

・
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
と
感
じ
る
こ

の
時
期
に
、
も
う
一
度
気
を
引
き
締
め

直
す
良
い
機
会
だ
っ
た
。
異
業
種
の
方

と
も
意
見
交
換
が
出
来
て
、
有
意
義
な

時
間
だ
っ
た
。

・
日
頃
自
分
が
実
践
出
来
て
い
る
こ
と
、

出
来
て
い
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

特
に
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
報
連
相
の
重
要
性
を
実
感
し
た
の
で
、

明
日
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
。

・
異
業
種
の
方
と
一
緒
に
「
失
敗
談
や

苦
労
し
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や

工
夫
し
て
い
る
点
」
に
関
し
て
共
有
し
、

皆
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
と
知

っ
て
安
心
し
た
り
、
ま
た
刺
激
を
受
け

た
。

と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
貴

重
な
「
振
り
返
り
の
場
」
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
働
き
方
改

革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
㈱

パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「『
会
社
を
主
体
性

あ
ふ
れ
る
人
材
の
宝
庫
に
す
る
ス
キ
ル

と
は
』
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
〜
」
と
題
し
て
、
一
〇
月
一
日
㈪
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で

実
施
し
、
一
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン

グ
の
有
用
性
や
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
演
習
も
交
え
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
講
演
の
概
要

・
現
代
の
経
営
環
境
や
個
人
の
キ
ャ
リ

ア
を
取
り
巻
く
状
況
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

不
安
定
、
不
確
実
、
複
雑
、
曖
昧
。

・
こ
の
時
代
に
上
司
が
全
て
を
や
り
き

る
こ
と
は
で
き
ず
、
部
下
の
能
力
を
引

き
出
し
、
主
体
的
を
発
揮
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

・
そ
の
た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
コ
ー
チ

ン
グ
ス
キ
ル
が
重
要
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
部
下
等

に
「
気
づ
き
」
を
得
て
も
ら
い
、
自
信

の
種
を
育
て
る
こ
と
が
大
事
。

・
育
成
す
る
人
材
や
方
法
は
部
下
の
ス

キ
ル
や
意
欲
に
よ
っ
て
変
え
る
。

・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
は
現
状
に
異
議
を
持

ち
、
観
察
力
や
質
問
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
力
や
実
験
力
、
そ
し
て
、

全
て
を
関
連
付
け
る
能
力
に
優
れ
る
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
は
長
期
の
目
標
と
現
在

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
し
て
行
う
。

・
チ
ャ
ン
ク
ア
ッ
プ
（
抽
象
化
）、
チ

ャ
ン
ク
ダ
ウ
ン
（
具
体
化
）
を
使
い
分

け
る
。

・
部
下
の
創
造
性
を
働
か
せ
る
た
め
に

「
思
考
の
枠
を
外
す
質
問
」
が
重
要
。

・
叱
れ
る
上
司
こ
そ
部
下
を
育
て
る

・
た
だ
し
、
怒
る
と
叱
る
は
違
う
。

・「
叱
る
」
は
未
来
に
向
け
行
動
変
革

し
て
も
ら
う
た
め
の
助
言
で
あ
る
。

九
月
一
一
日
に
青
年
経
営
者
部
会
の

九
月
例
会
を
開
催
し
一
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

◇
開
催
の
目
的

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
化
す
る
と

と
も
に
、
変
化
の
大
き
さ
・
影
響
度
が

増
大
し
、
か
つ
複
雑
化
し
つ
つ
あ
る
現

在
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
中
で
、
経
営
者

と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て

い
く
た
め
に
は
、
折
々
、
内
省
す
る
こ

と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

多
忙
で
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
環
境
で
あ

れ
ば
尚
、
日
常
の
生
活
の
中
で
心
を
整

え
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
参
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
例
会
は
「
座
禅
会
＆
法

話
体
験
例
会
」
と
し
て
「
座
禅
を
体
験

し
、�
内
省
す
る
��
心
を
整
え
る
�
こ

平
成
三
〇
年
度
第
二
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
会
社
を
主
体
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の
宝
庫
に
す
る
ス
キ
ル

と
は
」
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
を
実
施

講演する
加地 照子氏

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

九九
月月
例例
会会
開開
催催

「
座
禅
会
＆
法
話
体
験
例
会
〜
座
禅
を
体
験
し
、

�
内
省
す
る
��
心
を
整
え
る
�
こ
と
を
日
常
に

取
り
入
れ
る
〜
」
を
開
催

名刺交換・訪問のマナーなど、
ビジネスマナーを再確認する

積極的な取組み姿勢とコミュニケーシ
ョンの重要性を再確認するための教育
ゲーム
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と
を
日
常
に
取
り
入
れ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
川
越
の
寺
院

最
明
寺
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

◇
座
禅
の
効
果

心
が
落
ち
着
く
・
集
中
力
が
上
が
る
・

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
・
ス
ト
レ
ス

を
軽
減
す
る
・
眠
り
の
質
を
上
げ
る

◇
最
明
寺
（
会
場
）

鎌
倉
幕
府
の
執
政
北
条
時
頼
が
弘
長

二
年
（
一
二
六
二
年
）
に
建
立
し
た
寺

院
。
宗
派
は
天
台
宗
。
本
山
は
比
叡
山

延
暦
寺
。
現
在
の
住
職
は
五
四
代
目
で
、

長
き
に
わ
た
り
、
川
越
の
地
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。

◇
座
禅
会
・
法
話

座
禅
会
と
法
話
を
担
当
し
て
下
さ
っ

た
の
は
、
副
住
職
の
千
田
明
寛
氏
で
、

千
田
氏
は
、
地
元
川
越
で
仏
教
を
通
し

た
様
々
な
取
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
話
で
は
、
千
田
氏
よ
り
「
座
禅
は
、

心
の
汚
れ
を
流
し
て
く
れ
る
シ
ャ
ワ
ー

の
よ
う
な
も
の
。
自
分
と
向
き
合
う
修

行
で
あ
る
と
同
時
に
、
座
禅
に
よ
っ
て

心
に
余
裕
を
持
ち
他
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。
法
話
に
続
き
、
実
際
に

座
禅
を
体
験
し
ま
し
た
。

二
〇
分
程
の
座
禅
体
験
で
し
た
が
、

座
禅
を
通
し
て
「
内
省
す
る
」「
心
を

整
え
る
」
こ
と
を
日
常
生
活
に
取
り
入

れ
る
効
果
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
恒
例

の
自
社
の
取
組
み
や
近
況
に
関
し
て
報

告
を
行
い
、
情
報
交
換
や
相
互
交
流
の

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
臨
時
総
会
が
一

〇
月
五
日
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
開

催
さ
れ
、
関
係
者
を
含
め
二
一
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

臼
田
和
弘
部
会
長
が
議
長
と
な
り
、

「
議
決
方
法
の
変
更
」「
特
別
会
員
の

会
費
の
変
更
」「
入
会
金
の
変
更
」
等
、

規
約
の
変
更
に
関
す
る
議
案
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
臼
田
和
弘
部
会
長
よ
り
今
後

の
事
業
等
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

◇
「
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

臨
時
総
会
後
に
、「
経
営
者
に
考
え

て
欲
し
い
こ
と

そ
し
て
新
た
な
学
び

の
ご
提
案
」
と
題
し
て
、
専
務
理
事
の

根
岸
茂
文
氏
よ
り
、
今
後
新
規
事
業
と

し
て
行
う
「
学
び
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〈
経
営
に
関
し
て
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
〉

「
異
論
を
唱
え
る
義
務
を
課
す
」「�
ど

う
す
れ
ば
で
き
そ
う
か
�
と
い
う
問
い

か
け
の
重
要
性
」「
経
営
理
論
に
つ
い

て
考
え
る
べ
き
こ
と
〜
経
営
理
論
の
現

実
へ
の
応
用
力
の
重
要
性
〜
」
他

〈
新
た
な
学
び
の
ご
提
案
〉

「
学
び
ほ
ぐ
し
の
重
要
性
」「
推
薦

書
籍
（
経
営
者
必
読
、
企
業
経
営
・
ビ

ジ
ネ
ス
、
企
業
戦
略
、
危
機
管
理
・
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
も
の
づ
く
り
、

デ
ザ
イ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
人
材

育
成
・
働
き
が
い
、
教
養
、
経
済
学
）」

◇
講
演
会
概
要

続
け
て
、
埼
玉
労
働
局
労
働
基
準
部

監
督
課
監
督
監
察
官

朝
長
亮
一
郎
氏
、

同
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
雇
用
環
境
改

善
・
均
等
推
進
管
理
官

馬
場
一
明
氏

よ
り
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
関

し
て
、「
労
働
時
間
法
制
の
見
直
し
（
労

働
基
準
法
等
の
改
正
）」「
雇
用
形
態
に

関
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保
（
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
等
の
改
正
）」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※
以
下
ポ
イ
ン
ト

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
導
入
さ

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

青
年
経
営
者
部
会
臨
時
総
会
開
催

新部会員のご挨拶
㈱折原 折原氏

埼玉労働局
馬場氏

埼玉労働局
朝長氏

挨拶をする
臼田部会長

オリエンテーション
を行う根岸専務理事

最明寺副住職 千田 明寛氏による
法話

座禅体験自社の取組みや近況報告を行った
懇親会

埼玉労働局による講演
働き方改革関連法について

新規事業の勉強会に関する
オリエンテーション

臨時総会
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れ
る
（
平
成
三
一
年
四
月
一
日
施
行
・

中
小
企
業
は
平
成
三
二
年
四
月
一
日
）

時
間
外
労
働
の
上
限
は
、
月
四
五
時

間
、
年
三
六
〇
時
間
を
原
則
と
し
、
臨

時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
も

年
七
二
〇
時
間
、
単
月
一
〇
〇
時
間
未

満
（
休
日
労
働
含
む
）、
複
数
月
平
均

八
〇
時
間
（
休
日
労
働
含
む
）
を
限
度

に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が
必

要
（
平
成
三
一
年
四
月
一
日
施
行
）

使
用
者
は
、
一
〇
日
以
上
の
年
次
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て
の
労
働
者

に
対
し
、
毎
年
五
日
、
時
季
を
指
定
し

て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労

働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止

さ
れ
る（
平
成
三
二
年
四
月
一
日
施
行
・

中
小
企
業
は
平
成
三
二
年
四
月
一
日
）

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用

労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
、

派
遣
労
働
者
）
の
間
で
、
基
本
給
や
賞

与
な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
不
合
理

な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
る
。

◇
懇
親
会

冒
頭
の
臼
田
和
弘
部
会
長
の
開
宴
挨

拶
に
始
ま
り
、
藤
池
一
誠
第
一
三
代
部

会
長
の
乾
杯
ご
発
声
、
新
部
会
員
の
㈱

折
原
代
表
取
締
役

折
原

訓
氏
か
ら

入
会
ご
挨
拶
と
続
き
、
そ
の
後
は
恒
例

の
自
社
の
近
況
報
告
会
に
移
る
な
ど
、

新
部
会
員
の
方
を
交
え
た
賑
や
か
で
活

発
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
、

栗
原
志
功
顧
問
よ
り
閉
会
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
懇
親
会
は
盛
会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。

他
県
の
青
年
経
営
者
と
の
地
域
を
越

え
た
相
互
啓
発
や
交
流
の
機
会
、
ま
た

埼
玉
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
を
深
め
る

「
宿
泊
例
会
」
と
し
て
、
一
〇
月
二
五

日
㈭
・
二
六
日
㈮
の
行
程
で
行
わ
れ
た

「
第
四
三
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全

国
大
会
in
茨
城
」
に
、
当
部
会
か
ら
一

一
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

一
一
府
県
の
経
営
者
協
会
青
年
部
会
か

ら
計
一
七
〇
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、

二
日
に
亘
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。一

日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ウ
ェ
ル

カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
・
式
典
の
部
（
記
念

講
演
・
鼎
談
、
記
念
演
奏
会
）、
懇
親

会
の
部
（
懇
親
会
）
の
二
部
構
成
。

式
典
の
部
で
は
、
茨

城
県
経
営
者
協
会
副
会

長
沢
畑
慎
志
氏
、
同
青

年
経
営
研
究
会
会
長
栗

山
武
志
氏
、
茨
城
県
知

事
大
井
川
和
彦
氏
、
水

戸
市
長
高
橋
靖
氏
よ
り

歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

式
典
の
前
後
に
行
わ

れ
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

地
元
出
身
で
世
界
で
活
躍
中
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
奏
者
や
津
軽
三
味
線
奏
者
の

方
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
茨
城
経

済
人
鼎
談
と
し
て
「
地
方
発
、
世
界
で

戦
う
術
。」
と
題
し
て
、
以
下
三
名
の

方
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
㈱
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
取
締
役

事
業
部
長

鈴
木
秀
樹
氏
…
�
グ
ロ

ー
カ
ル
�
な
発
想
で
常
勝
軍
団
を
ビ

ジ
ネ
ス
か
ら
支
え
る
立
役
者

②
木
内
酒
造
�
取
締
役

木
内
敏
之
氏

…
世
界
で
一
番
売
れ
て
い
る
日
本
の

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
生
み
の
親

③
関
彰
商
事
㈱
代
表
取
締
役
社
長

関

正
樹
氏
…
地
域
密
着
企
業
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
熱

き
挑
戦
者

茨
城
県
経
営
者
青
年
経
営
研
究
会
元

会
長

磯
崎
寛
也
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、「
サ
ッ
カ
ー
・
ビ
ー
ル
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
経
営
者
の
方

か
ら
、
地
方
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
世

界
で
戦
う
術
に
関
し
て
、
様
々
な
お
話

し
を
う
か
が
う
大
変
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
各
県
の
参

加
者
紹
介
に
続
き
、
伝
統
芸
能
や
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
地
酒
利
き
酒
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
次
回
全
国

大
会
開
催
地
で
あ
る
愛
知
県
に
よ
る
ア

ピ
ー
ル
タ
イ
ム
と
続
き
、
部
会
員
同
士

が
地
域
を
越
え
て
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
」「
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
観
光
コ
ー
ス
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
造
り
体
験
コ
ー

ス
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
「
日
本
ゴ

ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
権
」
の
会
場
と
し
て

全
国
的
に
知
ら
れ
る
国
内
屈
指
の
名
門

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
で
あ
る
宍
戸
ヒ

ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
西
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
合
計
一
〇
組
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
一
方
、「
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
（
観
光
コ
ー
ス
）」
で
は
茨
城

の
絶
景
と
史
跡
め
ぐ
り
を
行
い
、
三
一

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
同

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
ル
造
り
体
験
コ
ー

ス
）」
で
は
、
記
念
講
演
の
鼎
談
に
登

場
さ
れ
た
、
木
内
酒
造
の
手
造
り
ビ
ー

ル
工
房
で
参
加
し
た
一
〇
名
の
方
が
ビ

ー
ル
造
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
他

県
の
青
年
経
営
者
と
地
域
を
越
え
た
相

互
啓
発
や
交
流
が
で
き
、
ま
た
、
当
部

会
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
深
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

第
四
三
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
in
茨
城
開
催

青年経営者部会
新部会員のご紹介（入会順）
株式会社 吉田工務店

よし だ こう じ

代表取締役社長 吉田 浩士 様
総合建設業
事業所所在地
〒331－0052 埼玉県さいたま市
西区三橋6－152－10

株式会社 折原
おりはら さとし

代表取締役 折原 訓 様
建設資材・建築金物 販売業
事業所所在地
〒330－0855 埼玉県さいたま市
大宮区上小町463－1

埼玉から11名が参加 各地からの参加者170名で交流を深める 「地方発、世界で戦う術。」と題して
行われた茨城経済人鼎談

―13―
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私には三つの顔があります。
ひとつはオペラ歌手としての
顔。写真は、私が新国立劇場
でオペラ『修禅寺物語』に出
演した時のものです。人間国

宝の坂田籐十郎先生の演出で、歌舞伎の装置・衣
装・所作をそのまま用い、オペラに作曲されたも
のをオーケストラの伴奏でオペラ歌手が演じると
いう貴重な体験でした。
もうひとつは研究者としての顔。オペラ歌手と
いうと大きな声が出るとか高い声が出ることが重
要であるというイメージをお持ちのことでしょう。
ところが、この二つの要素が特に重要視されるよ
うになったのは、そんなに昔のことではないとい
うのが研究者間の定説です。19世紀の中頃にオペ
ラの発声法が大きく変化したという文献が多く残
され、大きな声、高い声、しばしば同時にその二
つを求められるようになったようです。また、最
近はあまり見ませんが、耳鼻科のお医者さんが額
に鏡を付けていた記憶をお持ちの方も多いかと思
います。あの額帯鏡の発明にはその頃に声の医学
的研究を始めたマヌエル・ガルシアという声楽教

師が関わっています。この時代に名歌手が書き残
した声楽の教本などを今日の科学的知見を基に見
ていくと、誤りと考えられることも、納得がいく
こともあります。それらの歴史的・科学的に意味
があると思われる事柄と、私が世界の名歌手から
直接教えて頂いたこととの共通点を探り、根拠の
ある声楽技術を探っていくのが私の研究です。
三つめの顔は教育者としての顔。教育学部で将
来は音楽の先生になる生徒を教えています。歌と
か声は生まれつきのものだと思われがちですが、
声を出すのにも歌うのにも根拠のある方法があり、
それを学べば新しい世界があることを伝えたいと
思います。

・プレス金型、航空機部
品などの大型製品の補
修や製造

学歴・略歴
阿部 壮志
（あべ たけゆき）
2013年4月
日本学術振興会特別研究
員（DC2）
2015年3月
東京農工大学大学院 博
士後期課程 修了、博士
（工学）
2015年4月
山梨大学 大学院総合研
究部 助教
2018年1月より現職
専門は付加加工、CAD/
CAM、接合などを中心
とした生産加工学

一般的に3Dプリンタと呼ばれ
る装置に用いられる加工技術はAdditive Manu-
facturing : AM（付加加工）と呼ばれ、航空機や
医療分野を中心に近年、実用化への期待が高まっ
ています。これまで、産業用金属部品の加工は鋳
造やプレス加工など型を用いた加工か、切削や放
電加工などの除去加工が主流でした。一方、AM
技術は材料を局所的に付加する、いわゆる“足し
算”の加工ができるため、形状に対する成約が少
ないという利点があります。そのため複数の部品
から構成される形状の一体加工による、製造プロ
セスの自動化が可能になります。加えて、従来加
工技術では加工上の制約からつくることができな
かった理想の形状を有する、軽量・高強度な製品
の実現が期待されています。
金属の3Dプリンタと言っ
ても現在は様々な方式があり
ますが、現在普及している法
式では装置・材料・運用にコ
ストがかかることが課題です。
そこで、金属AM技術の中
でもアーク溶接装置を応用し

た方式に着目して加工技術の開発を行っています。
アーク溶接装置自体は低価格で、材料となるワイ
ヤも広く流通しているためそれほど高価ではあり
ません。造形精度はあまり高くありませんが、後
加工で切削と組み合わせれば良好な強度、表面性
状をもつ製品を作ることができます。
金属3Dプリンタは一度材料を溶かして固める
ため、産業利用する際は、目標とする形状精度を
達成すると同時に、材料の強度などの特性も保証
しなくてはなりません。形状精度と良好な材料特
性を達成する加工技術の開発を目標としています。
欧米では航空機部品のような付加価値の高い製品
への適用が進んでおり、3Dプリンタの利用を前
提として製品設計も最適化することで、生産効率

や製品性能が向上するなど、も
のづくりの考え方が大きく変わ
りつつあると感じています。ま
だまだ国内では3Dプリンタの
実用化の事例は多くないので、
少しでも産業の役に立てるよう
に研究を続けていきたいと思い
ます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000999999999999999999999999回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

歴史的・科学的な根拠に基づく声楽技術とその教授法
教育学部 芸術講座 小 野 和 彦 准教授

アーク溶接を応用した金属３Dプリンタ技術に関する研究
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 生産科学領域 阿 部 壮 志 助教

歌唱、および発声、そのた
めの発音などの訓練と指導。
人間には多くの人と体験を

共有したいという根源的な欲
求があるようです。これを満
たしてくれるものにヒト、モ
ノ、カネが集まるのは経済界
の方は良くご存知と思います。
なるべく多くの人が同時に体
験を共有できるものがホット
なメディアです。
そのためのメディアは、今

はインターネット、その前は
テレビ、その前はラジオ、そ
の前は映画、とするとその前
はオペラになるのです。

学歴・略歴
小野 和彦
（おの かずひこ）
東京藝術大学大学院修了。
博士号を受ける。日仏声楽コ
ンクール第1位、長久手オペ
ラ声楽コンクール第2位、イ
タリア声楽コンコルソ入選。
カナリー国際声楽コンクール
入選。新国立劇場、日生劇場、
サントリーホールなどのオペ
ラ公演に出演。第九やレクイ
エムなどコンサートにも多数
出演している。東京藝術大学
講師を経て、現在、聖徳大学
講師、放送大学講師、埼玉大
学准教授。

埼玉大学の音楽分野教員による演奏会
「音楽の贈りもの」

2018年12月9日㈰ 14時開演
彩の国さいたま芸術劇場 入場無料（先着６００名）
親しみ易いクラシックの名曲をお届けします。

私の演奏予定曲は滝廉太郎「花」、八洲秀章「さく
ら貝の歌」、ホフマン物語から「輝けダイヤモン
ド」、クリスマスソングメドレー等です。他にピ
アノ、バイオリン、フルートの教授が出演します。

演
奏
会
の
お
知
ら
せ
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知識と技能を兼ね備えたテクノロジストを育成する大学とい
う意味で、ピーター・ドラッガー氏は本学の英語名を“Institute
of Technologists”と名付けました。最近、学生がブリコン（Ja-
pan Steel Bridge competition）2018に自ら考えて取組んでい
る姿を見て、その意味がわかってきました。学生が取組んだ内
容は次の通りです。
⑴橋梁の歴史を調べて美観に優れたレンティキュラートラスを
設計することとなり、構造力学を考えた部材配置と立体構造
解析を繰返しおこないました。そして、鉛直材をX型にし
てせん断力に抵抗できる構造が有利であるとの結論を導きだ
しました。
⑵製作段階では、切断、加熱矯正による角形鋼管の曲げ、0．8
㎜のワイヤーによるMAG溶接を行い、設計したものを寸法
通りに加工しました。また、木造の授業で学んだ継手構造を
参考にして、総合機械学科と共同でレーザー加工した接合部

の設計製作など行いました。これらは、私が考えていたレベ
ルを超えていました。
⑶載荷競技の事前テストを行い、上弦材が横座屈しそうである
ことがわかったので、下路のポニートラスから上路トラスに
変更しました。その結果、たわみも規定値程度に抑えること
ができ、構造的に丈夫な橋が完成しました。
ブリコン2018の本番では架設競技で時間オーバーとなり失格
しましたが、審査員特別賞を
頂くことができました。本学
チームの知識と技能が認めら
れたと感じています。今後も
できる限り、このような機会
を学生に与えて、テクノロジ
ストの育成に努力したいと思
います。

本学の産学官連携の窓口として設置さ
れているものつくり研究情報センターの
センター長を2017年に拝命し、地域の企

業がますます元気になれる様、企業と連携した取組みを推進し
ています。技術課題や共同研究の相談等、また企業向けのセミ
ナーや講習会も行っています。その中で、ものづくり現場の困
り事解決や、体質強化、改善を支援するため「ものづくり現場

活性化支援事業」（写真1）
を立上げ、多くの地元企業
での現場改善と人材育成に
協力し実績を上げてきまし
た。
取り巻く環境変化が激し
くなるなか、ものづくり現
場の体質強化と人材育成は、
企業が生き残ってゆく為の

重要な命題の一つであり、私の研究テーマでもあります。効果
的に進めるためには、しっかりとした方向性を掲げ適切な手法
を使い、問題点を「見える化」しメンバーで共有化、全員参加
で改善活動に取り組む事が大切です。
当センターでは現場の管理・運営・改善と経営分野で豊富な
企業経験がある支援アドバイザーを配し、申込企業のニーズに
合わせた支援活動を実施してきました。例としては、板金・加
工を主力とする企業とは2年間にわたり IEやトヨタ生産方式
に基づく改善活動の支援継続中で、段取り改善や、作業改善に
より生産性向上やリードタイム短縮に成果を上げています。ま
た鋳物を主力製品とする企業では作業自動化設備製作の支援を
実施した例や、圧延・機械加工を主力とする企業で生産管理運
用業務の見直し・改善を支援した例もあります。
皆さんの現場改善と人材育成を支援いたします。興味をお持
ちの方は本学ホームページの当センターサイト（http : //www.
iot.ac.jp/mric/）でご確認ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 常務理事 廣澤 健一 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

テクノロジストの育成を目指す！
建設学科 大 垣 賀津雄 教授

大垣 賀津雄（おおがき かづお）教授 博士（工学）、技術士（総合技術監理部門、建設部門）、土木鋼構造診断士、WES1
級、コンクリート主任技士、川崎重工業株式会社に30年間勤務。2015年4月より現職。土木学会複合構造委員会 FRPによる
構造物の補修・補強指針作成小委員会委員長（連絡先：048‐564‐3851／ohgaki@iot.ac.jp）

現場を元気にする「ものづくり現場活性化支援事業」の紹介
ものつくり研究情報センター長 総合機械学科 小 塚 高 史 教授

小塚 高史（こづか たかし）ものつくり研究情報センター長、総合機械学科教授
北見工業大学機械工学科卒、トヨタ自動車株式会社生産技術部門、明知工場製造部長を経て2015年より現職。トヨタ生産方式、
生産管理が専門。（連絡先：048‐564‐3841／kozuka@iot.ac.jp）
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「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク
テ
ィ
ブ

リ
ス
ニ
ン
グ
」
開
催

八
月
二
四
日
㈮
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性
応

援
講
座
「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク
テ
ィ

ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
他
者
か
ら
本
音
を

引
き
出
し
、
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
い
、
二
八
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
開
催

九
月
三
日
㈪
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

喜
多

朋
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性
応
援
講

座
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
日
常
感
じ
る
ス
ト

レ
ス
へ
の
対
処
法
や
折
れ
な
い
心
の
つ

く
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

い
、
二
四
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
開
催

九
月
一
〇
日
㈪
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
早
川
オ
フ
ィ

ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、
働
く
女
性
応
援
講
座
「
チ
ー

ム
力
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
チ
ー
ム
で
仕
事
を

行
い
、
成
果
を
上
げ
る
た
め
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
ど
の
よ
う
に
チ
ー
ム
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
目
的
と
し

て
行
い
、
二
三
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
学
ぶ
」
開
催

九
月
一
九
日
㈬
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
早
川
オ
フ
ィ

ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、
働
く
女
性
応
援
講
座
「
自
分

ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ぶ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
何
か
を
知
り
、
職
場
に
お
い
て
自

分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
た
め
に
、
不
安
感
の
払
拭
と
動
機
づ

け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
、

二
七
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
開
催

一
〇
月
三
日
㈬
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性
応

援
講
座
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
相
手
や
周
囲
の
気

持
ち
や
感
情
を
尊
重
し
つ
つ
、
自
分
自

身
も
表
現
し
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
い
、
二
九
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「『
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
及

び
交
流
会
」
開
催

一
〇
月
一
二
日
㈮
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
働
く
女
性

応
援
講
座「『
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

及
び
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
の
個
々
の
強
み
を
活
か
し
、
効
率
よ

く
仕
事
を
進
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
、

三
二
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
五
日
の
年
休
強
制
付
与
の
改
正

改
正
労
基
法
で
、
年
五
日
の
年
休
強
制

付
与
が
定
め
ら
れ
平
成
三
一
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
が

低
迷
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
正
社
員
の
約

一
六
％
が
年
休
を
一
日
も
取
得
し
て
い
な

い
と
い
っ
た
た
め
、
年
五
日
以
上
の
年
休

の
確
実
な
取
得
を
目
的
と
し
た
改
正
で
あ

る
。改

正
内
容
と
し
て
は
、
法
定
有
給
休
暇

の
日
数
が
一
〇
労
働
日
以
上
の
労
働
者
に

つ
い
て
、
発
生
し
た
有

給
休
暇
の
日
数
の
う
ち
、

自
己
の
請
求
取
得
分
や

計
画
的
付
与
分
を
加
え

て
も
五
日
に
満
た
な
い

場
合
に
は
、
残
与
の
日

数
を
、「
基
準
日
の
初

日
か
ら
一
年
以
内
の
期

間
に
、
労
働
者
ご
と
に
そ
の
時
季
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
付
与

日
数
が
不
足
し
た
時
は
、
罰
則
の
適
用
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

「
時
季
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
与
え
る
」

と
は年

休
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
で
は
「
使

用
者
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
労
働
者
の
請

求
す
る
時
季
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
定
め
て
、
労
働
者
に
年
休
を
取

得
す
る
時
季
指
定
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
労
働
者
の
自
由
請
求
に
委
せ

て
い
た
の
で
は
、
労
働
者
の
年
休
取
得
日

数
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
改
正
法
は
逆

に
使
用
者
に
時
季
指
定
権
を
与
え
て
付
与

す
る
義
務
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
基
準
日
か
ら
一
年
」
の
期
間
と
は

付
与
す
べ
き
期
間
は
、
基
準
日
（
継
続

勤
務
し
た
期
間
を
六
箇
月
経
過
日
か
ら
一

年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
の
初
日
を
い

う
。）
か
ら
一
年
以
内
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

四
月
一
日
入
社
の
場
合
に
は
、
基
準
日
は

一
〇
月
一
日
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
一
年
ご

と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
前
倒
し
し

て
四
月
一
日
か
ら
一
〇
日
の
年
休
を
与
え

る
こ
と
と
し
た
場
合
、
四
月
一
日
を
第
一

基
準
日
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
年
以
内
に

五
日
、
そ
し
て
、
翌
年
四
月
一
日
を
第
二

基
準
日
と
し
て
、
再
び
そ
こ
か
ら
一
年
以

内
に
五
日
の
付
与
と
な
る
（
施
行
規
則
二

四
条
の
五
第
一
項
）。
し
か
し
、
一
〇
月

一
日
を
基
準
日
と
し
、
翌
年
四
月
一
日
を

第
二
基
準
日
と
し
て
新
規
に
一
一
日
を
付

与
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
（
通
常
の

企
業
で
よ
く
あ
る
）
は
、
付
与
期
間
が
ダ

ブ
ル
結
果
と
な
る
の
で
翌
々
年
の
三
月
三

一
日
の
ま
で
の
間
は
比
例
付
与
と
し
「
五

日
×
一
六
月
÷
一
二
月
」と
い
っ
た
形（
こ

の
間
七
日
）
で
付
与
す
る
（
同
二
項
）、

そ
の
後
は
、
第
一
又
は
第
二
基
準
日
の
四

月
一
日
を
初
日
と
し
て
、
一
年
を
区
切
っ

て
い
く
（
同
三
項
）
こ
と
と
な
る
。

年
休
管
理
簿
の
作
成
義
務

年
休
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
改
正
規

則
で
年
休
管
理
簿
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
年
休
の
取
得
時
期
、
日
数
、
基
準
日

を
労
働
者
毎
に
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
作

成
し
、
満
了
後
三
年
間
の
保
存
義
務
が
定

め
ら
れ
た
（
規
則
第
二
四
条
の
七
）。

年
休
の
優
先
・
特
別
有
給
休
暇
と
年
休

こ
の
五
日
の
年
休
強
制
付
与
義
務
は
、

罰
則
付
き
の
た
め
確
実
に
与
え
る
に
は
、

年
末
年
始
、
五
月
の
連
休
、
夏
休
み
、
と

い
っ
た
一
斉
休
暇
と
し
て
付
与
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
就
業
規
則
で
五

日
以
上
の
取
得
義
務
を
労
働
者
に
課
し
、

特
別
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
法
定
休
暇
優

先
と
す
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

年
休
五
日
の
強
制
付
与
の

法
改
正
へ
の
対
応

弁
護
士

安
西

�

【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

平
成
三
〇
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

講義風景
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各
種
資
金
需
要
に
対
応
し
た

県
中
小
企
業
制
度
融
資
の
御
案
内

第
7
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

最
終
予
選
出
場
チ
ー
ム
募
集
中
！

参
加
無
料

／
家
族
や
仲
間
を
集
め
て
、3
人
一
組
で
申
し
込
も
う
！
＼

企
業
内
保
育
所
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
の
御
案
内

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
採
用
し
ま
せ
ん
か

若
手
社
員
の�
も
の
づ
く
り
�技

能
向
上
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

県
主
催
企
業
向
け
非
正
規
雇

用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
御
案
内

�
設
備
投
資
促
進
資
金

人
手
不
足
の
解
消
な
ど
の
た
め
に
設
備

投
資
を
行
う
企
業
向
け
の
資
金
で
す
。

利
率
は
汎
用
資
金
で
あ
る
事
業
資
金
・

一
般
貸
付
よ
り
0
・
4
％
優
遇
し
た
年
0
・

8
〜
1
・
2
％
以
内
で
、
限
度
額
は
1
億

5
千
万
円
（
土
地
・
建
物
は
2
億
円
）で
す
。

�
事
業
資
金
・
働
き
方
改
革
企
業
優
遇
貸

付多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
に
認
定
さ
れ

る
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
向
け
の
資
金
で
す
。

利
率
は
汎
用
資
金
で
あ
る
事
業
資
金
・

一
般
貸
付
よ
り
0
・
2
％
優
遇
し
た
年
1
・

0
〜
1
・
2
％
以
内
で
、
限
度
額
は
1
億

円
で
す
。

�
借
換
資
金

県
制
度
融
資
の
毎
月
の
返
済
負
担
を
軽

減
し
、
経
営
の
安
定
や
改
善
を
図
り
た
い

企
業
向
け
の
資
金
で
す
。（
新
規
運
転
資

金
の
追
加
も
で
き
ま
す
。）

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額

は
1
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資

金
及
び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料

相
当
額
の
合
計
の
範
囲
内
）
で
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
別
途
、
信
用
保
証
料
が
必
要
で
す
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/a080
5/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

歴
史
や
文
化
、
グ
ル
メ
な
ど
埼
玉
に
関

す
る
多
彩
な
ク
イ
ズ
に
3
人
一
組
の
チ
ー

ム
で
挑
戦
！
素
敵
な
参
加
賞
も
用
意
し
て
、

埼
玉
の
こ
と
が
大
好
き
な
皆
さ
ん
の
挑
戦

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
最
終
予
選

飯
能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

12
月
22
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

【
応
募
締
切
�
12
月
12
日
㈬
】

�
応
募
方
法

3
人
一
組
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
ち
ょ

こ
た
び
埼
玉
（
県
公
式
観
光
サ
イ
ト
）
か

ら
締
切
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
は
こ
ち
ら
▼

決
勝
戦

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ンm

ori木
の
広
場

平
成
31
年
2
月
3
日
㈰
午
後
1
時
〜

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
9
）

県
で
は
、
企
業
内
保
育
所
に
関
心
を
お

持
ち
の
企
業
が
、
既
に
保
育
所
を
設
置
し

て
い
る
企
業
を
訪
問
し
、
企
業
内
保
育
所

を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
設
置
や
運
営
に

関
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る

「
企
業
内
保
育
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
企
業
内
保
育
所
の
設
置

や
運
営
に
関
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

是
非
、
御
相
談
く
だ
さ
い
。

�
主
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容

①
設
置
検
討
段
階
か
ら
開
所
ま
で
に
必
要

な
こ
と
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
開
所
や
運
営
に
あ
た
り
工
夫
し
た
こ
と

や
苦
労
し
た
こ
と

③
設
置
・
運
営
に
関
す
る
費
用

�
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
訪
問
の
方
法

①
必
要
事
項
を
記
載
し
た
申
込
書
を
御
提

出
く
だ
さ
い
。

②
訪
問
日
程
や
訪
問
先
は
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
課
が
調
整
し
ま
す
。

詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://www.pref.saitam

a.lg.jp/wom
enom

ics/nursery/installation/advise
r.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実

技
中
心
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
現
場
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
即
戦
力
と
し
て
、
活
躍

が
期
待
で
き
ま
す
。

�
訓
練
分
野
（
取
得
し
て
い
る
技
術
）

・
機
械
加
工
系
（
Ｎ
Ｃ
旋
盤
等
）

・
金
属
加
工
系
（
板
金
・
溶
接
等
）

・
情
報
系
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
設
計
等
）

・
電
気
系
（
電
気
設
備
工
事
等
）

・
空
調
系
（
冷
凍
・
空
調
機
器
工
事
等
）

・
ビ
ル
管
理
系
（
ビ
ル
設
備
保
守
等
）

・
自
動
車
系
（
自
動
車
整
備
）

・
建
築
系
（
建
築
大
工
等
）

・
木
工
工
芸
系
（
家
具
・
建
具
製
造
等
）

・
介
護
系
（
実
務
者
研
修
修
了
）

・
障
害
者
対
象
訓
練
（
事
務
・
介
護
技
術

等
）

�
求
人
票
の
提
出
に
つ
い
て

次
の
2
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

1

求
人
票
（
埼
玉
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
御
記
入
の

上
、専
門
校
に
郵
送
、Ｆ
ａ
ｘ
又
は
持
参

2

埼
玉
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
、
必

要
事
項
を
入
力

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
技
能
五
輪
全
国
大
会
な
ど
の

技
能
競
技
大
会
へ
の
出
場
を
目
指
す
中
小

企
業
の
若
手
社
員
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

製
造
、
建
築
、
塗
装
、
造
園
な
ど
様
々

な
業
種
の
事
業
所
に
熟
練
の
技
能
者
を
無

料
で
派
遣
し
、
競
技
課
題
を
活
用
し
た
技

術
指
導
を
行
い
ま
す
。

内
容
、
日
数
、
曜
日
、
時
間
帯
な
ど
は

御
相
談
に
応
じ
、
材
料
や
会
場
な
ど
の
支

援
も
行
い
ま
す
。

是
非
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

（
一
社
）
埼
玉
県
技
能
士
会
連
合
会

※
県
の
事
業
受
託
者

（
0
4
8
―
8
3
3
―
5
9
2
3
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

県
で
は
、
企
業
関
係
者
（
経
営
者
・
人

事
労
務
担
当
者
等
）
に
対
し
、
働
き
方
改

革
関
連
法
、
労
働
契
約
法
の
無
期
転
換
ル

ー
ル
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
等
に
対
す
る

最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

�
開
催
日
時

①
12
月
10
日
㈪

②
1
月
17
日
㈭

各
日
と
も
14
時
〜
16
時
15
分

�
会
場

①
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

②
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
さ
い
た
ま

（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
さ
い
た
ま
新
都
心

支
店
）

詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

http
://saitam

a-sem
inar.com

�
問
い
合
わ
せ
先

県
雇
用
労
働
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
6
）

企
業
向
け
非
正
規
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー

事
務
局
（
県
委
託
先
）

（
0
4
8
―
8
2
2
―
6
0
9
0
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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成成立立

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

埼 玉 県 の 最 低 賃 金 （平成30年度）

埼玉県最低賃金
時間額（円）

埼玉県内の事業場で働く全ての労
働者に適用される

発効日

898 30.10.1

特定（産業別）最低賃金 時間額（円） 適用除外労働者（上記の「埼玉県
最低賃金」が適用される） 発効日

非鉄金属製造業
924

1．18歳未満又は65歳以上の者
2．雇入れ後3月未満の者であっ
て、技能習得中のもの

3．次に掲げる業務に主として従
事する者
イ 清掃又は片付けの業務
ロ 手作業による包装、袋詰
め、箱詰め又は運搬の業
務

30.12.1

（非鉄金属第1次製錬・精製業、非鉄金属素形材
製造業及びその他の非鉄金属製造業を除く。）

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業 930（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く）を
除く。）

輸送用機械器具製造業

939（産業用運搬車両・同部分品・附属品製造業及び
その他の輸送用機械器具製造業（自転車・同部分
品製造業を除く）を除く。）

光学機械器具・レンズ、時計・同部分品
製造業 938
自動車小売業

936
1．18歳未満又は65歳以上の者
2．雇入れ後3月未満の者であっ
て、技能習得中のもの

3．清掃又は片付けの業務に主と
して従事する者

（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）を
除く。）

（注1）最低賃金の対象となる賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当は算入されません。
埼玉労働局

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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ダウンロードはこちら

一
〇
月
一
日
〜
一
一
月
二
九
日

◆
一
〇
・
一

第
二
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二

第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三

第
一
回
産
業
教
育
委
員

会
（
県
立
浦
和
工
業
高
校
）

◆
一
〇
・
一
五

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
〇
・
二
二

労
働
問
題
実
務
対
応

講
座
第
四
講
、
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
四

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
九

理
事
会
・
臨
時
総
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
三
〇

第
三
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三
一

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
六

第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
（
県
立
深
谷
商
業
高
校
）

◆
一
一
・
一
二

民
法
改
正
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
三

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
五

労
働
問
題
実
務
対
応

講
座
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
六

秋
季
南
部
地
区
協
議

会
（
㈱
サ
イ
デ
ン
化
学
東
京
工
場
）

◆
一
一
・
一
九

課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

国国家家公公務務員員倫倫理理週週間間 1122月月11日日～～77日日

企業の皆様へ

企業の皆様と国家公務員が接する際、国家公務員には一定
のルールがあります。

国家公務員との飲食や贈答品のやりとりなどには、ご注意
ください。

禁止行為
企業と「利害関係」（契約関係、許認可の申請、立入検査を受ける等）

のある国家公務員に対し、例えば以下の行為をすると、相手方の国家公
務員が倫理法違反に問われます。

�金銭、物品等の贈与をすること
�車による送迎など無償のサービスを提供すること
�供応接待をすること（「割り勘」による飲食は可能）

※利害関係がない場合でも、国家公務員が倫理法違反に問われることがあります。
※これら以外にも禁止される行為があります。（詳細は以下のWEBサイト参照）
※具体的な行為の可否について疑義がある場合は、相手方の国の機関又は国家公務員
倫理審査会にお問い合わせください。

国家公務員の倫理に反すると疑われる
行為に気付かれた方は…

【電 話】
03‐3581‐5344

（土・日・祝日及び12／29～1／3を除
く、9：30～18：15）

【ＷＥＢ】

通報により不利益な取扱いを受けない
よう万全を期しています

検索

公公務務員員倫倫理理ホホッットトラライインン

国家公務員倫理審査会 http : //www.jinji.go.jp/rinri/
お問合せ：国家公務員倫理審査会事務局 03－3581－5311（代表） 〒100－8913 東京都千代田区霞が関1－2－3

［平成３０年９月］

事
業
だ
よ
り

��公務員倫理ホットライン
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告

知

版

◆
一
一
・
二
六

秋
季
西
部
地
区
協
議
会

（
㈱
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）

◆
一
一
・
二
七

第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
八

ロ
ジ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
九

労
働
問
題
実
務
対
応
講

座
第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
五
講

日
時

一
二
月
三
日
㈪
一
三
時
二
〇
分
〜

一
六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
課
長
の
行
動
指
針
」
を
つ
く
る

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本

田
有
明
氏

★
秋
季
北
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
四
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜

一
五
時
三
〇
分

会
場

㈱
ラ
ス
コ
本
社
工
場

内
容

当
社
の
企
業
方
針
「
か
た
ち
に
し

て
い
く
力
」
に
つ
い
て
学
ぶ

★
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

日
時

一
二
月
一
八
日
㈫
一
三
時
三
〇
分

〜
一
五
時
三
〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

バ
ト
ン
で
つ
な
い
だ
夢
〜
「
一
〇

秒
の
先
」
を
目
指
し
て
〜

講
師

富
士
通
㈱
企
業
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

北
京
二
〇
〇
八
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
四

〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
銅
メ
ダ
リ
ス
ト

塚
原
直
貴
氏

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
六
講

日
時

一
二
月
二
〇
日
㈭
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

伸
び
る
課
長
の
自
己
啓
発
実
践
法

【
一
〇
選
】

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本

田
有
明
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
七
講

日
時

一
二
月
二
一
日
㈮
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

労
働
時
間
管
理
の
注
意
点
と
実
務

対
応
〜
適
正
な
労
働
時
間
管
理
と

実
務
注
意
点
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
パ

ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

土
屋
真
也
氏

★
平
成
三
一
年
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

平
成
三
一
年
一
月
一
〇
日
㈭
一
三

時
三
〇
分
〜
一
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

特
別
講
演
・
懇
親
会

講
師

日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

協
会
会
長

岩
﨑
由
純
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

㈱
折
原

代
表
取
締
役

折
原

訓

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
上
小
町
四
六
三
―

一電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
七
五
五
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

建
設
資
材
、
建
築
金
物
販
売
業

髙
元
建
設
㈱

代
表
取
締
役

髙
橋

和
彦

越
谷
市
御
殿
町
二
―
一
一

電
話
〇
四
八
―
九
六
六
―
一
六
六
一

（
資
）
八
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

総
合
建
設
業

㈱
ま
は
ろ

代
表
取
締
役

椿

準
一

戸
田
市
上
戸
田
一
―
九
―
九

電
話
〇
四
八
―
四
三
〇
―
〇
〇
九
〇

（
資
）
六
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

介
護
サ
ー
ビ
ス
業

㈱
宮
本
陸
運

代
表
取
締
役

宮
本

秀
洋

春
日
部
市
下
柳
五
六
七

電
話
〇
四
八
―
七
四
七
―
二
二
二
二

（
資
）
一
千
八
百
万
円

（
従
）
一
四
一
名

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
、
倉
庫
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旧
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旧
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旧
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ナ
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メ
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イ
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㈱
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旧
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㈱
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元
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旧
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旧
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